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次の問題１あるいは問題２のいずれかの問題を選択して解答しなさい。 
(選択した問題の番号を解答用紙に記載すること。) 
 
 
問題１ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
  

 言語習得および言語の使用において、身体の果たす役割は絶大である。私たちは、会話を行う時、

無意識に数多くのジェスチャー（身振り手振り）を行っている。言語はそもそも身振りから進化した

という説もある。言語の進化におけるジェスチャーの意義はまだはっきりわかっていないものの、会

話において、ジェスチャーがさまざまな役割を果たしていることは確かだ。言語化されていないこと

をジェスチャーで補うこともあれば、言語化されていても、意味があいまいな時に、あいまいさを補

うために使うジェスチャーもある。言語化されたことを強調するためのジェスチャーもある。 
 ジェスチャーの他にも、うなずきや、話し手に視線を合わせたり、「ああ」「ええ」といった「相づ

ち」をするなどの言語・非言語行動(こうした行動は、言語学ではバック・チャネル行動などともいわ

れる)も、スムーズに会話を進めるための重要な役割を果たす。 
 コロナ禍で、大学生も社会人も、Zoom, Microsoft Teams, Bluejeans などのビデオ会議用ツールを

使って授業や会議を行う人が増えたが、こうしたプラットフォームを使った会話が、相手の顔を見る

ことができる利点があるにもかかわらず、どうも疲れるとか、アイディアを出すような会議では使え

ないといった経験を持つ人も少なくないに違いない。ビデオ会議が疲れる理由はいくつか考えられて

いる。たとえば、対面型の会議に比べ、相手の顔が近すぎたり、視線を合わせる状況が多いのにもか

かわらず、Zoom 等のプラットフオームでは、カメラと画面のずれから、視線が合わないことが多く、

バック・チャネル行動が減少してしまったり、カメラの設定により、ジェスチャーが見えにくくなっ

てしまうことが挙げられている。 
 ジェスチャーやバック・チャネル行動には、文化差や個人差もあるが、大きく制限されると、違和

感を感じたり、生産性が落ちることが知られている。特に日本語話者は（英語話者と比べると）うな

ずきが多いことが実証研究でも報告されており、うなずきが制限されることで、特に違和感を感じや

すいのかもしれない。 
 また、人間の脳は、相手の非言語行動を無視できず、それが何を意味するのか、ついつい解釈しす

ぎてしまうという。ビデオ会議では、スピーカーでない人の非言語行動も気になってしまいがちだ。

必要以上の解釈は、認知資源の余分な消費につながる（その他、理由は不明だが、ビデオ会議では、

対面の会議の時と比べ、人は平均して 15%ほど大きな声で話すという。それも疲れる一因だろう）。

いずれにせよ、オーラル・コミュニケーションにおいて、視線やジェスチャーなど、ことば以外の身

体の果たす役割は大きい。 
 身体性は会話だけでなく、読み書きの際にも重要な役割を果たす。試験前に手で書くことで、記憶

が促進された経験は誰にでもあるだろう。私たちは紙の媒体で読む場合、ページが効率良くめくれる

ように手で準備していたり、手の位置が読みの視線を誘導する役割を果たしていたことを思い出して

ほしい。読みの最中に行っているポインティングやなぞり、手の位置に合わせて本を傾けるなど、手

の果たす役割は大きい。身体的行為が、読みの深さに影響を与えるのである。 
 

著作権法に基づき、公開しておりません。 
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出典：バドラー後藤裕子 著『デジタルで変わる子どもたち――学習・言語能力の現在と未来』、筑摩

書房、2021 年 

※出題の都合上、一部省略しています。 

 
 
 
問１． 言語コミュニケーションにおける非言語行動の役割を筆者の趣旨に沿って 400 字以内でまと

めなさい。 

 

 

 

 

 

 

問２． この文章を踏まえて、教育場面におけるデジタルデバイス（インターネット環境を前提とし

たパソコン、タブレット、スマートフォン等）の功罪を 600 字以内で議論しなさい。 
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問題２ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 

ブルデューは、文化を３つに分け、正統文化（正統趣味）、中間文化（中間趣味）、大衆文化（大衆

趣味）としている。正統趣味とは、「必要性からの距離」が最も大きいという特徴をもつ。これら３

つの趣味は文化のヒエラルキー、すなわち文化の優劣を成している。趣味
テイスト

の差異はジャンル間の優劣

で示される場合もあるが、同じジャンル内での優劣も存在する。 
 例えば、料理であればフランス料理や懐石料理は正統趣味にあたり、時間をかけてゆっくりと食

べ、テーブルマナーも決まっている。盛り付けは繊細なほどよく、栄養とかボリュームがあるからと

いうことではなく、量はほどほど上品にして、懐石なら料理で季節感を感じてもらうことこそが醍醐

味だという。これは必要性(おなかいっぱい食べたいとか、栄養が大事とか)に迫られていないだけで

なく、形式の美を追求するからこそ、料理の卓越性や正統性が確保されている。大衆趣味の料理は、

◯◯屋の牛丼とか、ファストフードのハンバーガーとかで、値段が安くて量が多いほど喜ばれる。さ

しあたっての必要性を満たす食といえるだろう。ファッションであれば、高級ブランド品（正統的）

か、低価格衣料チェーン店のフリース(大衆的)かの違いになる。マンガのジャンルでも宮崎駿のアニ

メや手塚治虫のマンガは正統的だが、人前では恥ずかしくて読めないような大衆的な作品もある。最

も正統的といわれるクラシック音楽のジャンルでも、バッハの「平均律クラヴィーア」は正統的で、

「アマリリス」やヨハン・シュトラウスの「美しく青きドナウ」などは小学校で昼休みにかかってい

てみんな１度は聞いたことのある大衆的なクラシックである。ロック音楽にも音楽の教科書に採用さ

れたビートルズのように、ある程度正統的なものや、ポップスとして大衆化したもの、抵抗の象徴と

なるパンクロックなど多様化している。すなわちジャンルごとで正統性に差があるのと同時に、同じ

ジャンルのなかでも、作品やアーティストによって正統性の高いものと大衆的なものとが分化してい

るといえる。 
 しかし正統性といっても、かつてビートルズが「危険な」若者文化の代表として、大人たちから

排斥されたように、その評価も時代とともに変化していく。かつて刺身は野蛮だといって食べなかっ

た欧米人が、いまでは喜んでサシミにワサビをつけて食している。近年、日本食が海外で正統文化に

なったのも、日本経済の発展と無関係ではない。このように文化に対して下される正統性の評価とは、

時代や社会によって異なり、変化していくものである。 
 つまりブルデューの言葉を借りれば、文化的正統性とは社会関係（力関係）の産物であり、恣意

的なものだということである。そして文化の正統性をめぐる象徴的な闘争が、日々繰り広げられてい

る。象徴闘争の結果、支配的な集団の文化は（その支配力を背景にして）正統文化になりやすい。も

っとわかりやすくいうと、正統文化は権力者や支配者層がおこなっている文化を、「いい文化、高尚

な文化」と定義して、それを他者（被支配者の人々）にも「押し付けていく」プロセスがはたらくこ

とを意味する(文化的押し付け)。 
 例えば、SF 映画の『猿の惑星』では、猿が支配者で人間は奴隷だったが、その世界では猿こそ

が美しく賢く倫理的であって、奴隷である人間は、醜く愚鈍で悪い動物と定義されていた。これはあ

る意味、アメリカ社会の人種問題を皮肉ったものでもあり、誰が／何が（例えばブロンドの髪、白い

肌などが）美しいかとかいう基準が、いかに権力によって変化する怒意的なものであるかを、物語と

してわれわれに教えてくれる。 

著作権法に基づき、公開しておりません。 



5 

出典：片岡栄美 著「趣味の社会学 文化・階層・ジェンダー」、青弓社、2019 年 
※出題の都合上、一部省略しています。 

 

 

 

問１． ブルデューのいう「正統文化」と「大衆文化」はどのような関係にあるといえるか。400 字

以内で簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

問２． 「正統文化」は変容するか否かについて本文の内容をふまえて、わかりやすく 600 字以内で

説明しなさい。 
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